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	　平成２２年１１月１０日　～　平成２２年１１月１１日

	視　察　先
	　島根県隠岐郡海士町

	
	　

	
	　

	視察目的
　【海士町】

　①学校教育の充実に係る施策の取り組みについて
　②医療・保健・福祉の充実に係る施策の取り組みについて

　

	視察概要
　午前6時にバスで市役所を出発し、フェリーに乗って海士町に着いたのは、午後12時40分でした。私たちは非常にラッキーだったことがあります。それは、前日は高波でフェリーが欠航したので、海士町長の内山さんが私たちのフェリーに乗船されていたことです。非常に気さくな方で、私たちに海士町の改革について詳しくお話して下さいました。お陰で、予備知識も備わったので、それからの視察研修は納得できるものとなりました。
　①最初に、教育委員会に関する研修を受けたのですが、『未来を支える人づくり・・・人間力溢れる海士人の育成』というキャッチフレーズで、「まちづくり」の原点は、究極「ひとづくり」にある。持続可能な地域社会を創る力が「人間力」で、それが即ち「地域力」であると。そして、「人間力溢れる海士人」の育成を目指し、教育委員会、健康福祉課、財政課の連携による「人間力推進プロジェクト」を立ち上げ、海士らしい人づくりと海士らしい福祉のあり方を一体的に進められています。
　では、具体的にはどんなことを進められたのかと言えば、海士中学校の修学旅行で、一橋大学を訪問し、海士町を題材に中学生が大学生に講義を行なったのです（Ｈ17年）。講義を聴いた一橋大学の学生が卒業後、海士に移住してきました。更に、Ｈ20年からは東京大学で中学生が東京の1000人の前で、地域と自分の夢について堂々と発表も行ないました。そのことは、今年も東京大学で続けて行なわれています。そして、Ｈ18年から始まった、若手の一流講師と都会の若者たちが海士の小・中・高校で出前授業を行なう「ＡＭＡワゴン」の実施が外部との交流に大きな役割を果たしたそうです。その第一回目の講師として来られた岩本悠氏がその後、海士に移住。海士の「人づくり」に参画して、その後の影響力は極めて大きかったとおっしゃっていました。紙面の都合で詳しく書けませんが、島外の人々との交流を通して、海士を未来をつくる学校にしようとの動きが起きてきたのです。海士中学校の卒業生の5割強が島外に進学していたのですが、Ｈ19年度には、5％が島外、95％が地元の高校に進学したのです。次は、小さな島で日本一の教育をスローガンに、保・小・中・高の連携教育にプラスして、食育（給食の地産率63％Ｈ20年）、地域教育として、「共に育て・共に育つ」の理念に基づき「地域共育課」を設置。


	視察概要
　島前（とうぜん）高校魅力化プロジェクト～全国から生徒が集まる地域×学校づくりのスローガンを掲げ、全国から生徒を集めることを始められました。Ｈ22年度から「特別進学コース」を設け、公営塾「隠岐國学習センター」を創設、情報通信技術や最先端の教育システムを活用することで離島のハンデをなくし、一人ひとりの進路実現に向けた環境整備を進めておられます。
　②翌日（11日）は、町の施策全般の取組状況をお聞きしました。大きな話題は、Ｈ17年から実施した人件費カットについてでした。三役は50％～40％カット。職員は30％～16％カット（平均22％カット）。ラスパイレス指数72.4％は全国最低値。議員報酬40％カット。教育委員報酬40％カットなどです。その他、職員数の見直しや議員定数減など、聖域なき事業の見直しや事業廃止を行ないました。そのことで、島民一丸となって島を守るという意識ができあがったそうです。島が潰れれば、家族で島を離れるしかないという危機感が充満していたそうです。そうです。財政破綻寸前だったのです。前年のＨ15年には、島前２町１村による任意合併協議会を解散し、覚悟の単独町制を決断しています。どの職員にも聞いたのですが、「合併しなくてどうだったのでしょう」と。全員が全員、「県から脅されたけど何の影響もなかった。今も、合併しなくて良かったと思う」という答えでした。
　その給与カット等で生まれたお金を原資として、「すこやか子育て支援条例」のＨ16年制定し前述の通りに凄い成果を上げました。そして、「さざえカレー」、「活いか」、「いわがき春香」、「隠岐牛」のブランド化など、各種産業振興策を積極的に推進されています。各種施策が上手く結合し、全国からのＵ・Ｉターン400名が海士町に定住していますが、島の人口の2割弱の数字です。尚、現在の海士町の人口は約2400名ほどです。
　③健康福祉課の取組いついてお聞きしま。海士町では失明される方が多かったのだそうです。その原因は、糖尿病でした。そこで、全島挙げて糖尿病撲滅作戦が開始され、本土から眼科医や栄養士が定期的に海士町にやってきて、検診と保健指導が徹底して行なわれたのだそうです。大型のＭＲＩをフェリーで運んできて検査するようになると、糖尿病の食事療法のお陰で脳梗塞を発症する人が非常に少なくなっている事実が分かりました。島の医療機関は、町営の診療所一つ（内科医2名）と公営歯科診療所１ヶ所と私立の歯科１ヶ所です。海士の取組を聞いて感じたことは、物事、徹底してすることで余病を封じ込め、更には健康体になることができるということです。長野県の諏訪病院もそうですよね。
　結婚祝金は、10万円。出産祝金は、10万20万50万で、4人目以上は100万円。Ｉターン者が島で4人目を出産しても100万円支給されるそうです。保育料も、第3子だけが入所しても無料だそうです（兄弟同時入所でなくてもいい）。島外での出産にはホテル宿泊費1泊4000円と本土への交通費1回当り6000円が助成されるそうです。里帰り出産には、50000円限度に交通費が助成されるそうです。
　今年は、Ｉターン者が多くて色々な助成金の支給が多いそうです。その支給は必ず町長が行なうので、町長のスケジュール調整が大変だとこぼされていました。複式かと思われた小学校がＩターン者の子供が入学して普通授業となったそうです。前はどこの子が直ぐに分かっていたが今は、どこの子か分からないこともあると笑われていました。

　最後に纏めてきに書かせて頂きますが、かつては7000名からの住民がいた海士町ですが、急激な人口減少社会となり、海士町存亡危機宣言をＨ16年に現山内町長が行なったと言ってもいいでしょう。そこで、海士は一つに固まったのです。健康福祉課長の彼女が言った言葉が非常に心に残っています。「私たちは島で、回りは海だから出て行くところがないのです。ここで暮らしていくしかないのです」と。

	参考となった事項

　自分たちで計画を立てて実行したという実感を持つことが重要だ。誰かが計画を立てて、その計画を実行するというのでは、「できなくても失敗ではない」という気持ちが心のどこかにあるのは事実だ。行政では、ローリングという言葉を良く使うが、正にこの言葉こそが、「できなくてもいい」ではないだろうか。　

　計画立案段階から多くの一般市民や行政・有識者が係り、自分たちのものとすることが本当に大切だということが分かりました。特に海士町は、山内町長の強力なリーダーシップのみが脚光を浴びていますが、全員野球でないと監督だけでは勝てません。

	課題・問題点

　課題は、持続性ということでしょうか。新産業を興したのですが、海士ブランドとして完全定着するには、まだまだご苦労があると思います。これらの産業が良い循環を生み出す原資だと私は考えていますので、教育問題にも大きく関係しています。どう言っても、人が住まなければ話しになりません。

	提言・その他

　これからは今まで手付かずだった観光にスポットを当たられるのだろうと思います。
できたら、滞在型のリゾートを目指されるべきだと考えます。そのためには、ホテル設備をもっともっと充実させるべきです。今回の視察では、それほど寒さを感じませんでした。大雪も降らないそうですから、高いフェリー代金を考えると一定期間滞在することで割安感を感じてもらえるのではないでしょうか。
　2地区居住の税制面で優遇できれば、団塊世代前の人たちも別荘を持つかも知れません。

しかし、滞在型コテージでも十分に集客は可能だと思います。


